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笠置山（かさぎやま） 

福岡県 宮若市・飯塚市  ２０２５年 ６月４日 

笠木城址だけあって山頂付近は急勾配 

 

ベンチから三郡山、古処山、英彦山、福智山の主要稜線や、飯塚市内を眺める。 

 

本日のコース ＜全行程 ４時間０９分＞ 

上流駐車場 １０：２０ → 笠置山登山口 １０：２４ → 笠置山 １１：４２ ＜昼食＞ １２：２５ →  

林道出会 １３：２３ → 千石登山口 １３：４３ → いこいの里千石 総合案内板 １３：５７ →  

キャンプ場への橋 １４：２３ → 笠置山登山口 １４：２５ → 上流駐車場 １４：２９ 

 

宮若市と飯塚市に跨る笠置山に挑戦！標高４２５ｍの低山なので、お天気の良い今日は大量

の汗を覚悟したが、登山道には終始心地よい風が吹き快適に歩くことが出来た。しかしなが

ら、山頂付近は城址だけあって急勾配となるのでご用心。下山後は車道を１０分、そして、千石

峡を八木山川沿いに３０分ほど歩いてクールダウン。あっという間に駐車場に到着した。 
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車窓から見る笠置山  ９：３８ 

 

 

上流駐車場  １０：２０  スタート 

平日なのでガラガラの駐車場。キャンプシーズンは賑わうそうだ。 
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１７時には駐車場が施錠されます。ご注意を！ 

 

 

とても目立つ赤い標識。下山までこの標識が道案内してくれた。 
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キャンプ場駐車場入り口から細い車道を上って行く  １０：２１ 

 

 

笠置山登山口  １０：２４  車道を上り詰めると分岐だが、ここが登山口 
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すぐに竹林帯に入る  １０：２５ 

 

 
低木や植物のツルなどで出来たトンネルを潜る  １０：４２ 
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歩き易い登山道  １０：５１  足取りは軽い 

 

 

緩やかなアップダウン  １０：５６  いつの間にか沢沿いに登っていた 
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沢から離れると植林帯を進む  １１：２０  樹間を気持ちよく歩く 
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山頂が近くなると急登になる  １１：３７  ロープに沿って進む 

 

 

更に急勾配になる  １１：４１  ロープを掴み一歩一歩
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笠置山  １１：４２  ４２５ｍ  広い山頂広場 

 

 

ベンチに座って昼食タイム 

 

 



 

10 

 

 

笠木城址 

 

笠置山（標高４２５メートル）山頂にある笠木城址は、築城当初南の嘉穂盆地を正面大手とし、

北の千石峡を背面搦手（からめて）とした天然の地形を利用した山城で、本丸、二の丸、三の丸

や幾重にも重なった空堀や石垣の跡がみられます。 

笠木城の築城時期については、わかりませんが、永禄１１（１５６８）年以前に宗像氏の手によっ

て築かれ、その後秋月氏に移ったとも伝えられています。 

この地、落城の際に「馬立馬場」にて白米を水に見せかけ、馬の背を洗ったという「白米伝説」

もあり、豊臣秀吉の九州平定の際、廃城になりました。 

また、笠置山の麓の千石には、大屋敷、小屋敷、屋敷町、小姓町などの地名が残り、往時の繁栄

の様子が偲ばれ、山頂尾根には、アカガシとイヌシデの大木があり、低地にまとまってみられる

ことは貴重な存在といえます。 

平成１３年１１月   宮田町観光協会 

（山頂の説明標識より） 
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三郡山～若杉山の稜線（奥の稜線） 

 

 

 

馬見山～屏山～古処山の稜線 
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犬ヶ岳～鷹ノ巣山～英彦山の稜線（奥の稜線） 

 

 

 

福智山～香春岳の稜線 

 

山頂広場からは１８０度見渡せて、福岡県の主要な稜線が見えている。 

 



 

13 

 

 

大きな木の根元にある祠に手を合わせる 

 

 

三角点 
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山頂の気温は２１℃  風も吹いてとても心地よい 

本日の下界の気温予想は２９℃だった 

 

 

山頂碑と共に記念撮影（Ｔ師匠） 

山頂には、山名と標高を記した丸太の輪切りが、５～６個置いてあった。 
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山頂での昼食休憩も終わって下山開始  １２：２５ 

 

 

山頂からの下山道は急坂、しかも落葉が降り積もって滑る滑る  １２：４０ 

ゆっくりゆっくり進むしかない 
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分岐  １２：４３  宮田方面へ進むと千石登山口へ通じる 

 

 

歩いていると、右の登山道に進みそうになった 

間違わないように！  左の細い支線です！ 
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調子よく下山していると、前方の木の幹に赤いペンキで「×印」が書いてあった。 

「何か変だな～」と立ち止まると、足下に標識があり、左へ下るように案内していた。 

 

この地点はもうちょっとハッキリした表示が必要だと思った！ 

 

 

左に折れて林道を目指す！  １３：１２  見落としに注意！ 
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竹林へ突入  １３：１６  かなりの急坂なので慎重に下る 

ソロリ、ソロリと足を運ぶ 

 

 

竹の落ち葉で滑って歩き難い  １３：１８  竹の太さに驚く 
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林道出会  １３：２３  竹林の急坂を下ると沢に出た。沢を渡ると林道。 

 

 

林道に出てホッとして少し休憩 

上を見ると竹が天高く伸びている 
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荒れた竹林を横目に林道を歩く  １３：３１ 

 

 

民家の間を歩いて行くと・・・  １３：４１ 
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車道に飛び出した！  １３：４２  左へ 

 

 

千石登山口  １３：４３  駐車場までテクテクと車道歩き 
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車に注意しながら車道を歩く（交通量が少ないのでありがたい） 

 

 

 

宮若市いこいの里「千石」の入口が見えてきた  １３：５６ 
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宮若市 いこいの里 「千石」  総合案内板   １３：５７ 

ここからは八木山川の左側を歩いて駐車場を目指すことにした。 

 

 

八木山川に沿ってのんびり歩く  １４：０４ 

この八木山川の上流は力丸ダム。大雨の時など放流、増水もあるので要注意！ 
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とても雰囲気がよくて癒されます。 ウォーキングコースに最適。 

 

 

キャンプ場への橋  １４：２３  右下のキャンプ場に続く橋を見ながら通過 
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笠置山登山口  １４：２５  スタート時に取り付いた登山口に戻ってきた 

下山した千石登山口から４２分だった 

 

 

右下に駐車場が見えてきた  １４：２６ 
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上流駐車場 １４：２９  我々の車がポツンと停まっている 

周回コースを無事に完歩！ 

 

４時間０９分の山歩きが終了 

スマホの歩数計は１３９２３歩。 

Ｔ師匠お世話になりました。 

お疲れさまでした。  

 


